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イベント・セミナー情報など福島商工会議所 検索

福島商工会議所 
公式SNS

ぜひフォローをお願いします！
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今月の夢追い人：吉野輪業商会
　地域の方々と自転車を愛するお客様に支えられて今年で93年を迎えます。
　店主の吉野俊行さんは「自転車屋」としての誇りを胸に、自転車を点検、販売
しています。（12ページをご覧ください）
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今月の表紙

3/ 10 金
11 土
12 日

13 月 常議員会
12：00、クーラクーリアンテサンパレス

14 火
15 水 所得税確定申告・納付期限
16 木
17 金
18 土
19 日

20 月 まちづくりセミナー☆
18：00、コラッセふくしま

21 火 春分の日
22 水

23 木 新入会員交流会
15：00、ウェディングエルティ

24 金
25 土「うえの桜フェスタ」（東京）での福島わらじまつり出演
26 日 〃
27 月

28 火 常議員会、通常議員総会
総会12：00、クーラクーリアンテサンパレス

29 水
30 木
31 金 消費税、地方消費税確定申告・納付期限

4/  1 土「春のランチで食うポン」スタート（〜5/31）
 2 日
 3 月
 4 火
 5 水
 6 木
 7 金
 8 土

 9 日 ふくしまハルフェスinえきまえ2023
10：00、福島駅前通りほか

10 月
☆の付いたセミナーの詳細は同封のチラシをご覧ください。

表２

予 告  この春、「ランチで食うポンが」大きく変わります

福島県中小企業等経営コスト削減支援補助金 （コスト削減補助金）

　毎年大好評の「ランチで食うポン」がこの春、大きく変わります。より使いやすく、さらに若い世代
の利用を図るため、スマートフォンに対応したデジタル化を進めます。

◇補助対象者　福島県内の中小企業等（中小企業者、小規模事業者、組合等）
◇補助対象経費　�下記に掲げる補助対象設備の更新に要する経費（購入費用、付帯工事費等）であって、令和４年

12月21日以降に購入・発注を行うまたは行った経費
◇補助上限額　中小企業者、組合等……300万円（下限額50万円）、２／３以内
・補　 助　 率　小規模事業者……………100万円（下限額15万円）、３／４以内
◇補助対象設備　ア．高効率照明（LED等）　イ．空調設備　ウ．電気冷蔵庫、電気冷凍庫　エ．機械設備等
　　　　　　　　オ．フォークリフト等
◇補助要件等　①�中小企業等の生産活動における電気消費量またはエネルギー消費量を減少させ、経営コスト

の削減に資する省エネ設備の更新等を行うこと
　　　　　　　　②�令和３年11月以降の連続する任意の３ヶ月間の売上または売上総利益（粗利）、もしくは営業

利益が、平成30年から令和３年のいずれか同３ヶ月間と比較し減少していること
※�令和５年12月31日（日）までに、発注・納入・支払・実績報告等のすべての事業の手続きが完了しなければ補助
金交付の対象となりませんのでご注意ください

☆スマホから「地図」と「リスト」でお店の検索が可能
　⇒�画面に表示されている店舗をタップするだけで店舗情報が開け
ます。

☆スタンプラリーもスマホでためて応募OK
　⇒スマホのカメラ機能でQRコードを読み込むだけ。
　　スタンプが３つたまった時点でいつでも応募できます。

☆1,100円超のランチを1,100円（税込）で提供
　⇒�原材料価格などの高騰を踏まえ、今回から価格を改定させて
いただきます。ご了承ください。

　今春はデジタル化への移行期間として、冊子版も引き続き用意
いたします。

○実施期間　令和５年４月１日（土）～５月31日（水）
○参加店舗　福島市内約50店舗（予定）
○お問合せ　福島商工会議所地域振興課　☎024−572−7118

エントリー
受付について

令和５年３月15日（水）開始（予定）
エントリーは補助金ホームページより電子申請のみで受け付けます

採択結果に
つ い て

エントリー件数が多く予算相当額を超える場合は、エントリー受付期間後に抽選による採択発表を
行い、採択となった中小企業等のみ交付申請を受け付けます。なお、採択された場合であっても、
交付申請時に設備更新内容、エネルギー減少、売上等の減少要件等の不備により、補助対象とな
らない場合があります。また、採択・不採択の結果については、エントリー時にご登録いただいた
メールアドレス宛てに事務局から通知します。

事 務 局 コスト削減補助金コールセンター　☎024−529−6333
福島県中小企業団体中央会　　　　☎024−536−1265

コ ス ト 削 減
補 助 金 専 用
ホームページ



電
池
と
燃
料
電
池
の
違
い

自
動
車
の
種
類

　
そ
も
そ
も
、水
素
っ
て

何
な
の
で
し
ょ
う
。
改
め

て
水
素
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

　
　
な
ぜ
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

　
　
環
境
に
や
さ
し
い
の
？

Ａ
．
水
素
は
、目
に
見
え
な
い
地
球
上
で
い
ち
ば

ん
軽
い
気
体
で
、臭
い
も
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
マ

イ
ナ
ス
２
５
3
℃
で
液
体
に
変
化
し
ま
す
。
水

素
は
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
様
々
な
も

の
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
多
い
の
は
、酸
素
と
結

び
つ
い
て「
水
」と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

接
着
剤
や
塗
料
な
ど
、多
様
な
工
業
製
品
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
²）を

排
出
し
な
い
点
や
、ど
れ
だ
け
使
っ
て
も
な
く
な

ら
な
い
点
で
、地
球
環
境
に
優
し
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
水
素
の
環
境
へ

の
や
さ
し
さ
は
、

水
素
の
作
り
方
に

よ
り
ま
す
。
天
然

ガ
ス
な
ど
の
化
石

燃
料
か
ら
水
素
を

作
る
場
合
に
は
、

水
素
を
作
る
段
階
で
Ｃ
Ｏ
²が
発
生
し
ま
す
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
風
力
、水
力
、太
陽
光

発
電
）を
用
い
て
水
を
電
気
分
解
し
て
水
素
を
作

れ
ば
Ｃ
Ｏ
²は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
化
石
燃
料
か
ら
水
素
を
製
造
し
た
と

し
て
も
、
そ

の
時
に
発
生

す
る
Ｃ
Ｏ
²

を
回
収
し
、

地
下
に
貯
め

て
大
気
中
に

排
出
し
な
い

よ
う
に
す
る

技
術
の
開
発

も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ど
う
や
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　
　
な
る
の
？

Ａ
．
燃
や
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
回
し
た
り
、燃
料
電

池
で
酸
素
と
反
応
さ
せ
て
電
気
を
起
こ
し
た
り

し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
い
ま
す
。

　
水
素
は
燃
え
る
と
き
に
熱
を
発
生
し
、ま
た
、

酸
素
と
結
び
つ
い
て
水
に
な
る
時
に
は
電
気
を
発

生
す
る
た
め
、エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
中
で
も
水
素
を
酸
素
と
反
応
さ
せ
て
電
気
を

作
り
出
す
燃
料
電
池
は
、ク
リ
ー
ン
で
効
率
が
よ

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
燃
料
電
池
自
動
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）は
燃
料
電
池
に

よ
っ
て
発
電
し
、電
気
モ
ー
タ
ー
で
動
か
す
自
動

車
で
す
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
エ
ン
ジ
ン
で
走
る
自
動
車
よ

り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
く
、
走
行
時
に
は

C
O
²を
排
出
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、電
気
自
動
車

（
E
V
）と
同
じ
く
、
発
電
し
た
電
力
を
外
部
に

供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を

移
動
さ
せ

る
手
段
と

し
て
も
注

目
さ
れ
て
い

ま
す
。

電
池
…
…
電
気
を
貯
め
て
お
く
も
の
で
、電
気

を
一
度
使
い
切
っ
て
し
ま
う
と
充
電
で
き
な
い
も

の
と
、充
電
す
れ
ば
何
度
も
使
え
る
バ
ッ
テ
リ
ー

（
蓄
電
池
）が
あ
り
ま
す
。

燃
料
電
池
…
…
電
気
を
貯
め
て
お
く
も
の
で
は

な
く
、化
学
反
応
に
よ
っ
て
電
気
を
作
り
出
す
装

置
で
す
。

　
燃
料
電
池
は
水
の
電
気
分
解
と
は
逆
で
、水
素

と
酸
素
を
反
応
さ
せ
る
こ
と
で
水
と
電
気
を
発

生
さ
せ
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た

の
が
、
燃
料

電
池
自
動
車

で
す
。

水
素
の
Ｑ
＆
Ａ

◆
エ
ン
ジ
ン
自
動
車

　
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
燃
料

と
し
、エ
ン
ジ
ン
で
動
く
自
動

車
で
、
世
界
中
で
最
も
広
く

乗
ら
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
に
ガ
ソ
リ
ン
と
空
気
の
混
じ
っ
た
混
合

気
を
入
れ
、
吸
気
・
圧
縮
・
燃
焼
・
排
気
を
繰

り
返
す
こ
と
で
回
転
運
動
を
起
こ
し
続
け
て
車

を
走
ら
せ
ま
す
。

◆
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
は
、「
二
つ
以
上
の
も
の
を

組
み
合
わ
せ
る
」と
い
う
意
味
で
、エ
ン
ジ
ン
と

電
気
モ
ー
タ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
自
動
車
で

す
。
走
る
時
に
エ
ン
ジ
ン
と
モ
ー
タ
ー
を
効
率

よ
く
使
い
分
け
る
こ
と
で
、エ
ン
ジ
ン
自
動
車
ほ

ど
燃
料
を
使
わ
ず
、排
出
ガ
ス
も
減
ら
し
ま
す
。

◆
電
気
自
動
車（
Ｅ
V
）

　
バ
ッ
テ
リ
ー
（
蓄
電
池
）に
貯
め
た
電
気
で
電

気
モ
ー
タ
ー
を
動
か
し
て
走
る
自
動
車
で
す
。

電
気
は
充
電
ス
タ
ン
ド
や
家
庭
用
の
電
源
か
ら

バ
ッ
テ
リ
ー
に
充
電
し
ま
す
。
燃
料
を
燃
や
す

エ
ン
ジ
ン
が
無
い
た
め
、音
が
静
か
で
排
出
ガ
ス

も
出
ま
せ
ん
。

◆
燃
料
電
池
自
動
車（
F
C
V
）

　
燃
料
電
池
で
燃
料
の
水
素
と
空
気
中
の
酸
素

を
化
学
反
応
さ
せ
て
発
電
し
、
電
気
モ
ー
タ
ー

を
動
か
し
て
走
る
車
で
す
。水
素
は
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
水
素
タ
ン
ク
に
充
填
し
ま
す
。
充
填

時
間
は
３
～
５
分
、１
回
の
充
填
で
走
れ
る
距

離
は
エ
ン
ジ
ン
自
動
車
以
上
で
す
。

本
ペ
ー
ジ
の
資
料
は『
燃
料
電
池
自
動
車
の
ひ
み
つ

～
よ
う
こ
そ
！
水
素
社
会
へ
～
』（
㈱
学
研
プ
ラ
ス
、

２
０
２
０
年
）か
ら
引
用
し
ま
し
た
。

Ｑ．

Ｑ．
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H
　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　先
駆
け
の
地
を
目
指
し
て

　福
島
県
に
お
け
る

　水
素
関
連
産
業
の
現
状

特 集

　脱炭素社会の実現に向けて、再生可能エネルギーの利用推進が求め
られています。
　その中でも特に注目を集めているのが水素です。福島県には世界最
大級の水素製造施設が設置されるなど、水素社会実現に向けた取組み
が進められています。
　東日本大震災と原発事故から12年となる３月号では、水素をめぐる
動きをお伝えします。

水素社会の実現に向けて

　
福
島
県
の「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
１
～
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
～
」

で
は
、
復
興
理
念
で
次
の
２
点
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

・
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
低
炭
素
・
循
環
型
社

　
会
へ
の
転
換

・
復
興（
地
域
振
興
）

　
こ
の
中
で
も
特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が

水
素
で
す
。

　
福
島
県
で
は
、令
和
２
年
３
月
に
浪
江
町
に
開

所
し
た
福
島
県
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド（
Ｆ
Ｈ
２
Ｒ
）や
、
郡
山
市
の
産
業
総
合
技

術
研
究
所
・
福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

（
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ａ
）に
よ
る
研
究
開
発
を
は
じ
め
と
し

た
、技
術
力
や
産
業
と
し
て
の
機
運
を「
た
か
め

る
」取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、大
手
企

業
に
よ
る「
つ
く
る
」「
は
こ
ぶ
・
た
め
る
」「
つ
か

特 集

う
」と
い
っ
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構

築
の
実
証
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
素
社
会
の
実
現
に
は
、
水
素
の
製

造
、
輸
送
、
貯
蔵
、
利
用
ま
で
の
一
貫
し

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、技
術
開
発
・
実
証
や
導
入

支
援
を
通
じ
、水
素
供
給
コ
ス
ト
を
低
減

す
る
こ
と
に
よ
る
商
用
化
が
待
た
れ
て
い

ま
す
。

　
世
界
が
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
る
中
で
、水
素
市
場
は
大
き
く

拡
大
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、現
状
で
は
水
素
関
連
産
業
に
対

す
る
技
術
開
発
、人
材
育
成
な
ど
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、Ｆ
Ｈ
２
Ｒ
等
で
の
シ
ス
テ
ム

研
究
の
加
速
と
と
も
に
、実
証
研
究
の
モ

デ
ル
地
域
を
広
げ
て
、水
素
モ
ビ
リ
テ
ィ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域
に
お
け
る
水
素
の

実
装
に
向
け
た
モ
デ
ル
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
福
島
市
に
お
い
て
も「
水
素

社
会
実
現
推
進
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
、

官
民
を
挙
げ
て
水
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

４つの基本方針を掲げて、再生
可能エネルギー先駆けの地の
実現を目指している

・水素社会とは、従来の化石燃料を主とするエネルギー源に代わり、温室効果ガスを排出しない
水素エネルギーを日常生活や産業で利活用する社会と捉えています。

・福島市を中心とする地域において、燃料電池自動車（FCV）や純水素型燃料電池など水素をエ
ネルギー源とする製品が普及し、それらを不自由なく身近で利用できる社会を目指します。

　新エネルギー・産業技術開発
機構（NEDO）や民間企業が整備
した、再生可能エネルギーを利用
した世界最大級となる10MWの
水素製造装置を備えた水素製造
施設。
　本施設は再生可能エネルギー
などから毎時1,200N㎥（定格運
転時）の水素を製造する能力を
持ち、電力系統に対する需給調
整を行うことで、出力変動の大き
い再生可能エネルギーの電力を
最大限利用するとともに、クリー
ンで低コストの水素製造技術の
確立を目指す。
　製造された水素は、定置型燃
料電池向けの発電用途、燃料電
池車や燃料電池バス向けのモビ
リティ用途などに使用される予
定で、一昨年開催された東京オリ
ンピック2020でも大会関係車両
に使われた。

FH2R

『水素社会実現』
イメージ

（県再生可能エネルギー推進ビジョン2021から）

▲福島市再生可能エネルギー推進係作成資料から
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水
素
で「
つ
な
が
る
」

　
福
島
県
に
は
水
素
を
つ
く
る
拠
点
が
相
次
い

で
誕
生
し
て
い
ま
す
。つ
く
ら
れ
た
水
素
を
使
っ

た
燃
料
電
池
自
動
車
も
街
な
か
で
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
乗
用
車
タ
イ
プ
だ
け
で
な

く
、
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入
す
る
自
治
体
や

企
業
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
燃
料
電
池
自
動
車
で
発
電
し
た
電
気
は
、外

部
給
電
器
を
使
っ
て
街
へ
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
動
く
発
電
所
」と
し
て
必
要
な
場
所

で
発
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
災
害
時
の

非
常
電
源
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

　
最
近
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
電
気
を
ま
か
な

う
住
宅
が
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
曇
り
の

日
や
夜
は
発
電
で
き
な
い
た
め
電
力
会
社
か
ら

電
気
を
買
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
し
、
昼
間
に
発

電
し
た
余
っ
た
電
気
を
貯
め
て
お
く
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
蓄
電
池
が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
蓄
電
池
の
代
わ
り
に
余
っ
た
電
気

を
水
素
に
し
て
貯
め
て
お
く
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
タ
ン
ク

に
貯
め
た
水
素
か
ら
電
気
を
作
る
こ
と
も
で

き
、仮
に
停
電
し
て
も
電
気
を
使
用
で
き
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
協

業
し
、
技
術
開
発
を
推
進
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
太
陽
光
発
電
さ
ら

に
は
燃
料
電
池
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
、
車
と
家
が

電
気
で
も
っ
と
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は「
オ

ン
サ
イ
ト
型
、「
オ
フ
サ
イ
ト
型
」、

「
移
動
式
」
な
ど
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　
定
置
型（
一
定
の
場
所
に
置
か

れ
る
形
式
）
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、水
素
の
供
給
方
式
に
よ
っ
て
２

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
場
所
で
、都
市

ガ
ス
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
か
ら
水
素
を
製

造
す
る
方
式
を「
オ
ン
サ
イ
ト
型
」、圧
縮
水
素

や
液
化
水
素
を
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
外
か
ら

ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど
で
運
び
込
む
方
式
を「
オ
フ

サ
イ
ト
型
」と
い
い
ま
す
。

◆
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

備
を
積
ん
だ
も
の
が
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
水
素
が
つ
く
り
に
く
い
場
所
ま
で
水

素
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
福
島
市
で
は
㈱
ア
ポ
ロ
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
が
、

ふ
く
し
ま
ハ
イ
ド
ロ
サ
プ
ラ
イ
㈱
を
平
成
29
年

に
設
立
し
、
お
客
さ
ま
の
も
と
へ
水
素
を
届
け

る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
定
置
型
オ
ン
サ
イ
ト
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

含
ま
れ
ま
す
が
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
気
を

使
っ
て
水
素
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。
設
置
す
る

た
め
に
広
い
敷
地
が
必
要
な
い
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
福
島
市
の
卸
・
小
売
業
㈱
ク
ラ
シ
マ
で
は
３

月
下
旬
、
北
矢
野
目
の「
D
r．Ｄｒ
ｉｖｅ
セ
ル

フ
福
島
北
幹
線
店
」内
に
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
が

設
置
し
た
市
内
初
と
な
る
固
定
式
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
受
託
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

【
引
用
・
参
考
資
料
】

「
福
島
県
に
お
け
る
再
エ
ネ
・
水
素
分
野
別
の
取
組
の
方

向
性
」、『
燃
料
電
池
と
い
う
選
択
』（
永
田
裕
二
著
、ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）、『
街
を
駆
け
る
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
』（
日
刊

工
業
新
聞
社
編
）、『
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
大
解
剖 

ト
ヨ
タ
新
発

見
、２
０
２
３
（
三
栄
出
版
社
）、『
月
刊
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
』

（
一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
）、『
エ
ア
ラ

イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
日
本
航
空
㈱
編
）

福
島
市
に
も「
つ
く
る
」拠
点

水素を
つくる

水素で
つながる

水素を
つかう

街

電気を
供給

外部給電器

燃料電池自動車

水素
ステーション

電気を
供給

水素を
供給

再生可能
エネルギー

電気を
供給

電気を
供給

　　　　　ふくしま水素コレクション　3/19(日)10～16時　福島駅前で開催
・五十嵐美樹さんサイエンスショー
・福テレ斎藤恭紀気象予報士トークショー
・国、県、市町村、民間企業の取組み紹介ブース
・ワークショップ(ウィズ・もとまち)
 FCラジコンカーで水素エネルギーを学ぼう
 (協力:ネッツトヨタ福島㈱)

 水素エネルギーロケット(協力:㈱Gakken)

・水素のクルマ大集合!
 移動水素ステーション(協力:ふくしまハイドロサプライ㈱)

 水素移動販売車(協力:イオン東北㈱)

 水素路線バス(協力:JRバス東北㈱)

 水素トラック(協力:㈱ヨークベニマル)

・水素エネルギーでふるまい料理(協力:㈱孫の手)

 MIRAIからの給電で調理した「請戸もののブイヤベ―ス」を 
 限定150食提供

福
島
駅
前
通
り

ま
ち
な
か
広
場

スタンプラリーや五十嵐美樹さんサイエンスショーの一部オンライン配信などを
予定しています。 主催／福島県

入場無料

このほか
にも
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水
素
関
連
産
業
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　
部
材
・
部
品
供
給
の
ほ
か
、Ｏ
＆
Ｍ（
運
用
管
理
と
保
守
点
検
）用
品
、役
務
な
ど
県
内
企
業
の
参
入
が
期
待
さ

れ
る
分
野
が
あ
り
、県
で
は
補
助
事
業
等
を
通
じ
て
県
内
企
業
の
実
証
研
究
や
実
用
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
つ
く
る
」「
は
こ
ぶ・た
め
る
」

「
つ
か
う
」の
加
速

部
品
供
給

設
置
工
事

運
用
保
守

INPIT 知財総合支援窓口

相談・支援は無料です

TEL 024−963−0242

知財のことならご相談ください

一般社団法人 福島県発明協会

特　許

意　匠

商　標

著作権

▲「福島県における再エネ・水素分野別の取組の方向性」から
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ご
注
意
く
だ
さ
い

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
に
伴
い
、買
手（
親

事
業
者
）と
免
税
事
業
者（
下
請
事
業
者
等
）

と
の
取
引
に
お
い
て
、
独
占
禁
止
法
・
下
請

法
上
の
問
題
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

事
例

○「
報
酬
総
額
11
万
円
で
契
約
を
行
っ
た
」

○�

取
引
完
了
後
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
で

な
か
っ
た
こ
と
が
、
請
求
段
階
で
判
明
。

　�

下
請
け
事
業
者
が
提
出
し
て
き
た
請
求
書
に

記
載
さ
れ
た
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
税

相
当
額
の
１
万
円
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
支

払
わ
な
い
こ
と
に
し
た

　
⬇
下
請
法
違
反
に
な
り
ま
す
！

事
例

○�

課
税
事
業
者
が
取
引
先
で
あ
る
免
税
事
業
者

に
対
し
て
、
課
税
転
換
を
求
め
た
。

○�

そ
の
際「
イ
ン
ボ
イ
ス
事
業
者
に
な
ら
な
け

れ
ば
、
消
費
税
分
は
お
支
払
で
き
ま
せ
ん
。

承
諾
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
今
後
の
お
取
引
は

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
い
う
文
言

を
用
い
て
要
請
を
行
っ
た
。
ま
た
、
要
請
に

当
た
っ
て
の
価
格
交
渉
に
も
応
じ
な
か
た
。

　
⬇�

独
占
禁
止
法
上
の
問
題
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
！

親事業者と下請事業者との
取引で、どのような行為が
下請法上問題となるか

買手と免税事業者との取引
で、どのような行為が独占
禁止法などで問題となるか

　
下
請
法
・
優
越
的
地
位
の
濫
用
規
制
に
係

わ
る
相
談
は
公
正
取
引
委
員
会
東
北
事
務
所

（
☎
０
２
２
―
２
２
５
―
７
０
９
５
）ま
で
。

す
べ
て
の
方
が
対
象

少
額
な
値
引
・
返
品
は
対
応
不
要
？

　
１
万
円
未
満
の
値
引
や
返
品
等
に
つ
い
て
、

返
還
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。
振
込
手
数
料
分
を
値
引
処
理
す
る
場

合
も
対
象
で
す
。

対
象
者
　
す
べ
て
の
方

対
象
期
間
　
適
用
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん

す
べ
て
の
方
が
対
象

登
録
申
請
、
４
月
以
降
で
も
大
丈
夫
？

　
大
丈
夫
で
す
。

　
４
月
以
降
の
申
請
で
も
制
度
開
始
時
に
登
録

が
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
ま
で

制度改正案の
内容

持続化
補助金

IT導入
補助金

インボイス制度
特設サイト

そ
の
他
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
一
般
的
な
ご
質
問

や
ご
相
談
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で

☎
０
１
２
０
―
２
０
５
―
５
５
３

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）�

　
受
付
時
間
　
９
～
17
時（
土
日
祝
除
く
）

中
小
事
業
者
向
け

会
計
ソ
フ
ト
に
補
助
金
？

　
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金（
デ
ジ
タ
ル
化
基
盤
導
入

類
型
）に
つ
い
て
、
安
価
な
会
計
ソ
フ
ト
も
対

象
と
な
る
よ
う
、
補
助
下
限
額
が
撤
廃
さ
れ
ま

し
た
。

対

　
　象

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等

補
助
額
　

⃝

Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
　

～
50
万
円（
補
助
率
３
／
４
以
内
）、

50
～
３
５
０
万（
同
２
／
３
以
内
）

※
下
限
額
を
撤
廃

⃝

Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

～
10
万
円（
補
助
率
１
／
２
以
内
）

⃝

レ
ジ
・
券
売
機
等

～
20
万
円（
補
助
率
１
／
２
以
内
）

補
助
対
象

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
購
入
費
、
ク
ラ
ウ
ド
利
用
費（
最

大
２
年
分
）、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
購
入
費

中
小
事
業
者
向
け

少
額
取
引
は
イ
ン
ボ
イ
ス
不
要
っ
て
？

　
１
万
円
未
満
の
課
税
仕
入
れ（
経
費
等
）に
つ

い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
が
な
く
て
も
帳
簿

の
保
存
の
み
で
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

対

　
　象
　
２
年
前（
基
準
期
間
）の
課
税
売

上
が
１
億
円
以
下
ま
た
は
１
年
前
の
上
半
期

（
個
人
は
１
～
６
月
）の
課
税
売
上
が
５
千
万
円

以
下
の
方

対
象
期
間

令
和
５
年
10
月
１
日
～
令
和
11
年
９
月
30
日

福島営業店 ℡ 024‒526‒1530

経営相談会実施しています！
経営のお悩み　お気軽にご相談ください！

相談無料!!

事業承継 創 業 資金繰り 経営改善
など

相談のご予約は
コチラ！
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免
税
事
業
者
か
ら

�

課
税
事
業
者
に
な
る
方
へ

○
納
税
額
が
売
上
税
額
の
２
割
に
軽
減
？

○�

イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
で
補
助
金
が
50
万
円

上
乗
せ
？

○
登
録
申
請
、
４
月
以
降
で
も
大
丈
夫
？

既
に
課
税
事
業
者
の
方
も

○
会
計
ソ
フ
ト
に
補
助
金
？

○
少
額
取
引
は
イ
ン
ボ
イ
ス
不
要
っ
て
？

○
少
額
な
値
引
・
返
品
は
対
応
不
要
？

小
規
模
事
業
者
向
け

納
税
額
が
売
上
税
額
の
２
割
に
軽
減
？

　
免
税
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

に
な
っ
た
場
合
の
税
負
担
・
事
務
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
売
上
税
額
の
２
割
を
納
税
額
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
　
免
税
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

発
行
事
業
者
に
な
っ
た
方

※�

２
年
前（
基
準
期
間
）の
課
税
売
上
が
１
０
０
０
万

　
円
以
下
等
の
要
件
を
満
た
す
方

対
象
期
間
　
令
和
５
年
10
月
１
日
～
令
和
８
年

９
月
30
日
を
含
む
課
税
期
間

※�
個
人
事
業
者
は
、
令
和
５
年
10
～
12
月
の
申

告
か
ら
令
和
８
年
分
の
申
告
ま
で
対
象

　
消
費
税
の
申
告
を
行
う
た
め
に
は
、
通
常
、

経
費
等
の
集
計
や
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存
な
ど
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
特
例
を
適
用
す
れ

ば
、
所
得
税
・
法
人
税
の
申
告
で
必
要
と
な
る

売
上
・
収
入
を
税
率
ご
と（
８
％
・
10
％
）に
把

握
す
る
だ
け
で
、
簡
単
に
申
告
書
が
作
成
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
前
の
届
出
も
不
要
で
、
申
告
時
に

適
用
す
る
か
ど
う
か
の
選
択
が
可
能
で
す
。

小
規
模
事
業
者
向
け

イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
で
補
助
金
が
50
万
円

上
乗
せ
？

　
持
続
化
補
助
金
に
つ
い
て
、
免
税
事
業
者
が

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
登
録
し
た
場
合
、

補
助
上
限
額
が
一
律
50
万
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
小
規
模
事
業
者

補
助
上
限
　
50
～
２
０
０
万
円

　
　
　
　
　（
補
助
率
２
／
３
以
内
）

　
　
　
　
　
※
一
部
の
類
型
は
３
／
４
以
内

⬇
１
０
０
～
２
５
０
万
円

（
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
で
50
万
円

プ
ラ
ス
）

補
助
対
象
　
税
理
士
相
談
費
用
、
機
械
装
置

導
入
、
広
報
費
、
展
示
会
出
展
費
、
開
発
費
、

委
託
費
等

「
職
場
に
お
け
る
健
康
診
断
・
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
に
関
す
る
調
査
」の

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
福
島
市
で
は
、
健
都
ふ
く
し
ま
の
創
造
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
健

康
な
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
現
在

の
各
事
業
所
で
の
取
り
組
み
状
況
等
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
本
調
査
の
結
果
を
基
に
、
今
後
の
健
康
づ

く
り
施
策
に
活
か
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

　
事
業
主
ま
た
は
衛
生
管
理
者

〈
回
答
期
限
〉

　
令
和
５
年
３
月
10
日（
金
）か
ら

　
令
和
５
年
４
月
30
日（
日
）ま
で

〈
回
答
方
法
〉

　�

福
島
市
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
Ｗ
ｅ
ｂ
回
答

〈
お
問
合
せ
〉

　
福
島
市
保
健
所
保
健
予
防
課

　
☎
５
２
５
―
７
６
８
０

事
務
負
担
軽
減
？
　
補
助
金
も
？
　
税
負
担
軽
減
？

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、支
援
措
置
が
あ
る
っ
て
本
当
!?

→
本
当
で
す
！
　
そ
の
た
め
の
税
制
改
正（
案
）が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
で
各
種
補
助
金
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

売上　700万円（税額70万円）　※サービス業
経費　150万円（税額15万円）

事
例

実額計算の場合
　70万円−15万円＝55万円

簡易課税の場合
　70万円−35万円※＝35万円
　※70万円×50％
　　（サービス業のみなし仕入れ率）

特例の場合
　70万円×２割＝14万円

福
島
市
職
場
の

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ調査はこちらから

ご回答ください

納税額
55万円

納税額
35万円

納税額
14万円
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調査

・地元に根付いた新規顧客開拓（食品商業）
・売上が伸びているネット通販分野の強化（生活関連商業）
・営業形態が対面からウェブに変わりつつあるため、社内ICT環境の整備・充実（製造業）
・従業員全員の雇用確保と雇用の継続および若い人材の確保、働きやすい職場環境づくり（製造業）
・社内のコミュニケーションを再開したい（製造業）
・展示会に出展して出会いの機会を増やし、現業種以外の分野に進出するなど新たな売上確保に努めている（製造業）
・新しい生活様式に合わせたプロモーションや利用イメージの展開、イベントへの参加や企画（情報通信関連業）
・対策をするが客足が戻らず何をやってもダメ（飲食業）
・価格訴求型の商品ではなく、お客さまに納得していただけるような高付加価値の商品開発に努める（飲食業）
・DX化のさらなる推進（サービス業）
・DX、新規事業に向けた事業計画の策定（その他）

Ｑ６．アフターコロナに向けた取組み（主なコメント）

Ｑ４．忘新年会の開催
　忘年会を開催した事業所は17％
に留まった「例年開催しているが、
開催せず」と回答した事業所は42％
を占め、昨年より８㌽改善したもの
の、多くの事業所が開始を見送った。
　新年会を開催した事業所も17％
に留まった。「例年開催しているが
開催せず」は前年調査より１㌽増の
42％だった。

事業所全体で開催

6%
11%

42%

39%

事業所全体では
なく分散または
少人数で開催

例年開催しているが
開催せず

例年開催せず

無回答　2% 事業所全体で開催

6%
11%

42%

39%

事業所全体では
なく分散または
少人数で開催

例年開催しているが
開催せず

無回答　2%

例年開催せず

（件）0 50 100 150
その他

全国旅行支援など旅行支援事業の充実
オールふくしま食べて応援キャンペーンなど飲食支援事業の充実

融資等資金繰りへの支援
エールクーポン等消費喚起策の充実
持続化・家賃支援給付金等の再給付
補助金の拡充（持続化補助金等）

60
52

24

115

78
84

100

Ｑ５．国等に求める支援策（複数回答）
　これまでの調査同様に「補助金の
拡充」が最も多く、「持続化給付金・
家賃支援給付金等の再給付が続い
た。その他として「燃料価格や物価
高騰を転嫁できない業種に対する
支援策」や「全国旅行支援制度の申
請簡略化」等を求める声もあった。

Ｑ７．今後の可能性のある影響（主なコメント）
・材料費（電気、ガス含む）の値上げ、販売価格を値上げした時の顧客離れ（生活関連商業）
・さまざまなメーカーが値上げしており、どこまで価格転嫁できるかが問題（生活関連商業）
・燃料価格、車両価格の上昇が企業の利益を圧迫しており、運賃料金の値戻しが急務（運輸業）
・インフレと不景気、国際社会の不安定、気象変動、災害の発生（製造業）
・このまま物価高による購入費や電気代の上昇が続くと事業継続が非常に厳しい（製造業）
・2023年前半の製造業はコロナ以上に状況が悪く、リーマンショック並みの可能性がある（製造業）
・旅行需要の回復による関連施設への投資拡大に期待している（建設業）
・エネルギー高騰による水道光熱費のさらなる負担増（建設業）
・物価上昇による支払保険の見直し（会社収益の減少）（金融業）
・�倒産、閉店による解雇あるいは雇い止め、その他収入の向上が見込めなければ、家計の見直し等でサービス解約
につながるおそれがある（情報通信関連業）
・５類移行が５月８日では歓送迎会が終わっており、売上の見通しが立たない（飲食業）
・ライフスタイルの大幅な変化による既存型の商品やサービスの需要減少に対し、新たな需要が創出される（飲食業）
・全国旅行支援終了後の落ち込み（宿泊業）
・�少しずつイベント業務依頼は増えてきているが、イベント開催の日程が重なることが多く、今後は社員の補充を
しなければならないが、現在その余力がない（イベント関連業）
・原油高による輸送費の高騰および電気料金値上げによる負担増などで賃上げ対応が苦しい（サービス業）
・当店はお客さまの年齢層が高齢のため希望がない（サービス業）
・各種オンライン化の対応スキル不足（その他）
・地方と中央の賃金格差拡大による優秀な人材の流出（その他）

2022年の忘年会 2023年の新年会

82023年 3月号　所報ふくしま

調査

第11回新型コロナウイルス感染症に関する影響調査結果
○原材料価格の高騰が大きな打撃に
○価格転嫁に苦慮し、収益を圧迫

《調査期間》　2023（令和５）年１月20日（金）～２月３日（金）
《調査対象》　当所会員3,715事業所　　回答数／292事業所　　回収率／7.9％
詳しい調査結果は当所ホームページでご覧いただけます。

（件）0 20 40 60 80 100 120
その他

国際取引先の事業の停止や倒産の発生
予約のキャンセル

国内取引先の事業の停止や倒産の発生
営業日数・工場稼働率の低下
展示会・イベントの中止

客単価の減少
来客数の減少

原材料等の仕入価格の上昇や納品の遅れ

25
25
24

5
16

108

39
41

72

【2021年10～12月比】

（件）0 20 40 60 80 100 120
その他

国際取引先の事業の停止や倒産の発生
国内取引先の事業の停止や倒産の発生
営業日数・工場稼働率の低下

予約のキャンセル
客単価の減少

展示会・イベントの中止
来客数の減少

原材料等の仕入価格の上昇や納品の遅れ

23
23
21

5
19

114

34
45

78

【2022年７～９月比】

Ｑ２．原材料の高騰に伴う価格転嫁の状況
　すべて価格転嫁できていると回
答した事業所は全体の６％にとど
まり、19％がまったく価格転嫁で
きていないと回答した。
　価格転嫁できていても50％未満
という事業所も多いため、収益の
圧迫が懸念される。

すべてできている

6%
12%

13%

11%
10%

19%

6%
5%
13%

80%以上できている

50%以上80%未満
できている

20%以上50%未満
できている

20%未満できている

まったく価格転嫁できていない

価格転嫁するつもりはない

仕入れコストは上昇していない

わからない

無回答　5%

（件）0 20 40 60 80
その他

取引先に相談できない

取引先に相談しても価格転嫁を認めてもらえない

価格競争が激しい

原材料価格高騰のスピードが速く価格転嫁が後手になる

値上げにより客足が遠のく懸念がある

5

14

72

26

46

54

Ｑ１．2022年10～12月における売上の減少要因（複数回答）
　直近２回の調査に引き続き、「原
材料等の仕入価格の上昇や納品の
遅れ」が「来店客の減少」を上回った。

Ｑ３．価格転嫁できていない理由
　価格転嫁できていない理由とし
ては、「値上げにより客足が遠のく
懸念がある」に「原材料価格高騰の
スピードが速く価格転嫁が後手に
なる」が続いた。また、「価格転嫁
には監督官庁の認可申請が必要で
相応の時間を要するため」等の回答
があった。
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健康経営

場
合
は
、「
こ
れ
急
ぎ
な
の
で
、
先
に
お
願
い

で
き
る
？
」と
言
え
ば
角
も
立
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
前
任
者
や
状
況
に
関
す
る
比

較
だ
け
で
な
く
、
本
人
と
の
比
較
も
気
を
付
け

た
い
と
こ
ろ
で
す
。「
こ
の
前
、
失
敗
し
て
い

る
か
ら
、
今
回
は
頼
む
よ
」「
こ
の
前
で
き
た
の

だ
か
ら
、
楽
勝
だ
よ
ね
」と
い
っ
た
具
合
で
す
。

ス
ト
レ
ー
ト
に
指
示
し
た
い
こ
と
だ
け
を
端

的
に
伝
え
る
よ
う
に
す
る
と
、
こ
う
し
た
表
現

は
避
け
ら
れ
ま
す
。

「
以
前
は
頼
り
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
最
近
は

よ
く
や
っ
て
い
る
ね
」で
は
な
く
、「
最
近
、
頼

も
し
く
な
っ
て
き
た
ね
」と
現
状
を
率
直
に
伝

え
た
い
で
す
ね
。

常
に「
現
在
」、
そ
し
て「
相
手
本
人
」に
意
識

を
向
け
る
と
、
お
の
ず
か
ら
声
掛
け
が
変
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
人
は
、
周
り
の
誰
か
と

比
べ
て
、
落
ち
込
ん
だ
り
、
優
越
感
に
浸
っ
た

り
す
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
比
較
表
現

に
は
気
を
付
け
て
、
心
地
よ
い
関
係
性
を
築
い

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構
　

�

代
表
理
事
　
　
大
野
　
萌
子

上
司
が
部
下
に
関
わ
る
際
に
は
、
比
較
が
入

る
言
葉
を
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
要
素
が
入
る
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
く

な
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、「
〇
〇
さ
ん
は
１
週
間
で
仕
上
げ
て

く
れ
た
か
ら
、
１
週
間
あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
ね
」

と
い
う
指
示
を
す
る
人
が
い
ま
す
。
た
だ
、
前

例
を
挙
げ
た
だ
け
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
あ
え
て「
○
○
さ
ん
」の
成
果
を
引
き
合

い
に
出
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
比
較
が
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
場
合
、
余
計
な
前
置
き
は
必
要
な
く「
１
週

間
で
お
願
い
ね
」と
だ
け
言
え
ば
よ
い
の
で
す
。

ま
た
、
そ
の
際
に「
こ
ち
ら
か
ら
期
日
を
切
る
の

は
一
方
的
で
は
な
い
か
」と
気
に
さ
れ
る
人
も
い

ま
す
。
基
本
的
に
期
限
を
明
示
す
る
の
は
、
お

互
い
の
認
識
を
明
確
に
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。

「
難
し
そ
う
な
ら
相
談
し
て
ね
」と
フ
ォ
ロ
ー
の

言
葉
を
添
え
れ
ば
ベ
タ
ー
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
よ
く
あ
り
が
ち
な
の
は
、「
そ
れ
、

急
ぎ
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
こ
っ
ち
か
ら

先
に
や
っ
て
」と
言
う
も
の
。
自
分
の
や
っ
て

い
る
仕
事
を
否
定
さ
れ
た
り
、
見
下
さ
れ
た
り

し
て
い
る
気
が
し
て
、
非
常
に
嫌
な
気
持
ち
に

な
る
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま
す
。
こ
の メ

ン
タ
ル
ヘル
ス

ののの
職場場場

今
月
の
テ
ー
マ 

●
比
較
を
避
け
る

企画総務グループ TEL：024－523－3916

協会けんぽの保険料率が変わります

令和５年度から 生活習慣病予防健診の自己負担額が下がります

令和５年３月分
（４月納付分）から

加入者の皆さまが将来にわたって安心して医療を受けられるよう、
引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

一般健診の場合
7,169円 5,282円 令和４年度より

1,887円お得に

協会けんぽの生活習慣病予防健診をぜひご利用ください。

健康保険料率

9.53％
介護保険料率（全国一律）

1.82％

こちら中小企業相談所こちら中小企業相談所こちら中小企業相談所
当所の中小企業相談所担当職員から、事業主の方に経営改善や
お悩み解決にお役立ていただくための情報を提供するコーナーです。

2,000万円融　資
限度額

商工会議所の「マル経融資」
機械備品・車両等の購入、運転資金に。
詳しくは、当所までお問合わせください。

問 ☎ 024-536-3900

無担保 無保証人

102023年 3月号　所報ふくしま

こちら中小企業相談所

お早めにお申込ください 新　入　社　員　研　修

［日　時］　令和５年４月19日（水）
　　　　　　　　　９：30～17：00
［会　場］　福島商工会議所会議室
　　　　　（コラッセふくしま８階）

［定　員］　30名
　　　　　お早めにお申し込みください

［講　師］　雨間けい子�氏　
　　　　　篤志館㈱代表取締役
　JCDA認定キャリアコンサルタント。人材育成の研修を得意とし、優し
くも凛とした講義と自らの立ち居振る舞いで社会人としての姿勢をしっか
りと伝えていきます。
　受講生一人ひとりに気を配り、「分かりやすい」と高い評価を得ています。
全国各地の企業で人材育成に尽力されています。

　新入社員の方々が自立した社会人になるためには、仕事に取り組む心構えはもとより、基本的なビジネスマナーの
習得が必要となります。本講座では、新入社員の皆様が職場ですぐに実践できる研修を行い、社会人としての基礎力
の向上を図るとともに、企業の将来を担う人材を育成します。
　御社での新入社員育成の一環として、ぜひ本講座をご活用ください。

安心して借りられる“無担保・無保証人”で日本政策金融公庫が融資を行う国の制度です。

ご相談・お問合せは

福島商工会議所
中小企業相談所
☎024−536−3900
（平日８：30～17：00）

こんなお困りごとありませんか？
○新型コロナの影響で売上が急減したため運転資金を調達したい。
○「古くなった機械や営業車を買い替えたい」「店舗を改装したい」
○買掛金や手形の決済資金を準備しておきたい　　　　　　　　　など

ご利用いただける方
【従業員数】　小売業・卸売業・サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）５名以下
　　　　　　製造業・建設業　20名以下
　　　　　　（役員、家族従業員、パート・アルバイトを除いた正社員数）
【経営年数】　福島市内において１年以上の業歴がある方
　　　　　　（飯坂・松川・飯野町の方は各商工会へご相談ください）
【業　　種】　商工業者であり、日本政策金融公庫の融資対象業種を営んでいる方

小規模事業者の強い味方！�皆様の資金調達を応援します

福島商工会議所のマル経融資

通
常
枠

融資限度額 利率（固定金利）
返済期間

担保保証人
運転資金 設備資金

2,000万円
※1,500万円超は
別途条件あり

1.18％
R5.2.1現在 ７年以内 10年以内

不要
保証料・代表者保証

も不要

［内　容］
１．学生と社会人の違い
２．仕事の目的と進め方
３．マナーの重要性を理解する
４．電話応対の基本
５．職場のコミュニケーション
６．報連相が会社を伸ばす
７．目標が自分の未来を創る
８．気づきと今後の目標

［受 講 料］　会員事業所お一人様　4,000円
　　　　　　未加入事業所　同�　��8,000円

［お申込み］　当所中小企業相談所
　　　　　　☎024−536−3900

お気軽に
ご相談ください!!
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自社の新商品、新サービスなどをご紹介できる会員限定の無料情報発信コーナーです。
掲載をご希望の方は総合企画課（☎572-7117）までお問い合わせください。

会員ビジネスボード会員ビジネスボード会員ビジネスボード
※掲載情報の詳細やお取引に関しては、取引当事者間で直接ご連絡願います。なお、万一トラブルが生じても当所は責任を負いかねます。

自ら考え行動する社員を育てませんか？
　お客さま企業の経営者や社員教育ご担当者とのヒアリング
から、貴社の人材や組織の課題に合わせた研修プログラムを
ご提案いたします。新入社員から幹部社員、ビジネスマナー
からリーダーシップの習得までお気軽にご相談ください。

福島の規格外果物で作るクラフトコーラ
　市内松川町の飲食店兼加工場にて規格外果物を使った商
品を製造・販売中。食品ロスを減らして持続可能な商品開
発に取り組んでいます。福島県内の桃やりんごを使ったク
ラフトコーラは、
炭酸割りやハイ
ボールの材料と
してオススメ。
今後も商品ライン
ナップを増やして
まいります。OEM
生産も受付中。

株式会社ライフロール 株式会社ニックファンズ
Craft Labo ＆ Factory KANPAI BAR　「カンパイバル」

福島市荒町４-7 福島県再生可能エネルギー合同ビル２階
☎024-572-4811
か ９：00～17：00　 け 土・日・祝日　 も 有

福島市松川町字天王原98　☎024-563-6668
か　12：00～21：00（バータイム17：00～）
け　不定休　 も ４台

まどか

福
島
商
工
会
議
所

女
性
会

大
波
文
子
さ
ん
講
演
会
を

開
催

１
月
定
例
会
・
新
年
会

年
ぶ
り
と
な
る
コ
ロ
ナ
禍
前
の
形
式
に

よ
る
１
月
定
例
会
・
新
年
会
を
１
月
30

日
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
員
25
名
が
着
物
姿
や
盛
装
の
艶
や
か
な
装

い
で
集
い
、
新
春
の
清
々
し
さ
の
中
に
も
厳
か

な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　
定
例
会
に
は
、
大
相
撲
で
活
躍
す
る
大
波
三

兄
弟
の
母
で
、
ち
ゃ
ん
こ
若
葉
山
の
女
将
を
務

３

め
る
大
波
文
子
様（
写
真
右
上
右
）を
お
迎
え
し
、

「
大
相
撲�
三
兄
弟
力
士
の
母
と
し
て
」の
テ
ー
マ

で
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
幼
少
期
の
子
育
て
や
三
兄
弟
の
性
格
な
ど
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
た

貴
重
な
写
真
と
と
も
に
楽
し
く
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
新
年
会
に
は
木
幡
浩
市
長
、
石
本
仁
・
県
北

地
方
振
興
局
長
、
渡
邊
博
美
・
福
島
商
議
所
会

頭
ほ
か
12
名
が
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
き
、

女
性
会
へ
の
温
か
い
励
ま
し
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー

ト
の
生
演
奏
が
華
や
か
な
時
間
を
演
出
し
ま
し

た
。

　
追
分
富
子
会
長
か
ら
華
の
御
祝
の
受
賞
者
に

豪
華
な
鉢
植
え
が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か（
写
真
左

上
）、
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
心

弾
む
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

コロナ禍前のスタイルで開催した１月定例会・新年会。
大波文子さんのお話に感銘を覚えるとともに、会員同士の親睦を深める
楽しいひと時となりました。

122023年 3月号　所報ふくしま

会員情報

第 16回
吉
野
輪
業
商
会

　
　
　
　代表

　吉野

　俊行 

さ
ん

地
域
密
着
で
自
転
車
の
楽
し
さ
を
伝
え
続
け
た
い

　
八
島
田
街
道
の
笹
木
野
駅
入
口
に
立
つ
自
転

車
屋
、
吉
野
輪
業
商
会
は
今
年
５
月
で
創
業
93

年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
は
３
代
目
の
吉
野
俊

行
さ
ん
が
営
ん
で
い
ま
す
。

　
昭
和
30
年
代
の
写
真
で
は
オ
ー
ト
バ
イ
が
並

ん
で
い
ま
す
が
、
い
ま
は
自
転
車
、
そ
れ
も
ス

ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
が
メ
イ
ン
で
す
。

　
吉
野
さ
ん
は
高
校
時
代
に
自
転
車
競
技
部
に

所
属
し
、
競
技
に
携
わ
り
ま
し
た
。
卒
業
後
、

自
動
車
整
備
士
の
資
格
を
取
得
し
た
の
に
続
き
、

自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
関
連
資
格
も
相
次
い

で
取
得
。
ア
ー
ト
の
セ
ン
ス
を
活
か
し
て
エ
ア

ブ
ラ
シ
で
車
の
ド
ア
に
絵
を
描
く
な
ど
ペ
イ
ン

ト
、
カ
ス
タ
ム
に
才
能
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
に
特
化
し
た
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
さ
ら
に
強
化
し
て
か
ら
は
、
ア
ー
ト

セ
ン
ス
が
認
め
ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ス
パ
を

は
じ
め
欧
州
製
の
自
転
車
も
取
り
扱
い
を
始
め

ま
し
た
。

　
中
で
も
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、
高
い
専
門
性
、
技
術
力
、
ア
フ
タ
ー
サ
ポ
ー

ト
が
求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ィ
ー
ラ
ー
の

有
資
格
者
在
籍
シ
ョ
ッ
プ
の
取
扱
い
許
可
を
受

け
、
東
北
・
北
海
道
唯
一
の
認
定
店
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
で
き
ま
せ
ん
」と
言
い
た
く
な
い

　
吉
野
さ
ん
の
確
か
な
技
術
力
と
豊
か
な
知
識
、

何
よ
り
も
自
転
車
へ
の
深
い
愛
情
が
口
コ
ミ
で

伝
わ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
を
買
い
求
め
る

お
客
様
が
相
次
い
で
訪
れ
ま
す
。

　「
自
転
車
屋
と
し
て〝
で
き
ま
せ
ん
〟と
は
言
い

た
く
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
当
店
を
選
ん
で
買
っ
て

く
だ
さ
る
方
の
心
意
気
に
応
え
た
い
で
す
ね
」

　
世
界
的
な
自
転
車
選
手
と
も
交
流
の
あ
る
吉

野
さ
ん
を
慕
い
、
い
つ
し
か
自
然
発
生
的
に
お

店
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
で
き
、
お
客
同
士
が
自

転
車
を
通
じ
て
交
流
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
も
交
流
の
場
と
し
て
熱
く

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

メ
カ
ニ
ッ
ク
担
当
と
し
て
参
加

　〝
レ
ー
サ
ー
〟を
退
い
た
吉
野
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。「
う
つ

く
し
ま
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in
あ
い
づ
」「
時
空
の

路
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
in
会
津
」の
メ
カ
ニ
ッ
ク
担

当
と
し
て
自
転
車
競
技
を
支
え
て
い
ま
す
。
限

ら
れ
た
時
間
と
機
材
で
調
整
に
当
た
り
、
選
手

を
送
り
出
し
ま
す
。

　「
吉
野
さ
ん
の
お
か
げ
で
ス
ト
レ
ス
な
く
走

れ
た
よ
」と
選
手
た
ち
か
ら
掛
け
て
も
ら
う
声

が
最
上
の
喜
び
で
あ
り
、
自
転
車
屋
冥
利
に
尽

き
る
そ
う
で
す
。

困
っ
た
ら
商
工
会
議
所
に
電
話

　
２
年
連
続
で
発
生
し
た
福
島
県
沖
地
震
で
店

舗
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
に

役
立
っ
た
の
が
商
工
会
議
所
か
ら
の
各
種
支
援

情
報
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
各
種
補
助
金
の
申
請
に
関
す
る
こ
と
な
ど

解
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
商
工
会
議
所
に
す

ぐ
電
話
し
て
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
経
営

指
導
員
の
方
に
は
背
中
を
押
し
て
も
ら
い
、
本

当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
」

自
転
車
で
福
島
を
楽
し
ん
で

　
昨
年
開
業
し
た
道
の
駅
ふ
く
し
ま
で
は
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
自
転
車
を
納
入
し
た
の
が
吉
野
さ
ん

で
し
た
。

　「
本
当
は
、
私
が
道
の
駅
に
常
駐
し
て
い
た

い
ん
だ
け
ど
ね
」と
笑
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら

う
た
め
に
開
催
し
て
き
た
試
乗
会
の
経
験
を
活

か
し
、
八
島
田
の
店
舗
で
も
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

台
数
を
増
や
し
て
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
県
内
に

は
自
転
車
愛
好
家
に
と
っ
て
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ

ト
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
自
転
車
を
通
じ
て

多
く
の
人
に
福
島
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
吉
野

さ
ん
は
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
地
域
密
着

　
野
田
小
・
中
の
制
服
な
ど
学
用
品
取
扱
い
店

で
も
あ
る
吉
野
輪
業
商
会
。
保
護
者
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
探
検
で
訪
れ
る
小
学
生
、
職
場
体
験

の
中
学
生
、
吉
野
さ
ん
か
ら
自
転
車
の
魅
力
を

教
わ
っ
た
高
校
生
も
訪
れ
ま
す
。
自
転
車
の
話

だ
け
で
な
く
、
何
気
な
い
話
を
聴
く
の
も
楽
し

み
だ
そ
う
で
す
。

　
今
春
に
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
と
珈
琲
を
楽
し

め
る
ス
ペ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
、
地
域
の
拠
り
所

と
し
て
一
層
親
し
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
野
田
地
区
に
密
着
し
な
が
ら
、

創
業
１
０
０
年
に
向
け
て
疾
駆
し
て
い
き
ま
す
。

吉
野
輪
業
商
会

福
島
市
八
島
田
字
北
古
屋
２
―
２

☎
０
２
４
―
５
５
７
―
０
２
６
７

か 

９
時
30
分
～
19
時
30
分

け�

水
も�

８
台

Facebook

一つひとつ丁寧に仕上げる吉野さんの作業
が口コミで伝わり、新たな自転車ファンを
増やしている

昭和35年、創業30年を店頭で祝う写真。左端の
２代目である父にだっこされているのが俊行さん

吉野さんの“自転車愛”に共感したお客さん同士
の交流も伸展。コロナ禍前には店頭でもちつき
大会も開かれた
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青
年
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

U
RL��http://w

w
w
.fyeɡ.jp/

３委員会の成功事例をシェア 委員会活動報告会 ３年ぶりにリアル開催

月
定
例
会「
委
員
会
活
動

報
告
会
」を
２
月
16
日
、

ア
オ
ウ
ゼ
で
開
催
し
ま
し
た
。
３

年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催
と
な
っ
た

報
告
会
に
は
40
名
の
会
員
が
集
ま

り
、
野
地
利
彦
会
長
が
令
和
４
年

度
に
設
け
た
３
委
員
会
か
ら
の
報

告
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
二
八
九
街
中
活
性
化
委
員
会
は
、

福
島
駅
前
を
会
場
と
し
た「
ふ
る

さ
と
交
流
マ
ル
シ
ェ
」を
中
心
に

発
表
し
、
他
青
年
部（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）や

商
工
会
青
年
部
と
の
連
携
に
よ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
名
産
品
販
売
、
交
流

を
通
じ
た
賑
わ
い
創
出
の
成
功
例

を
共
有
し
ま
し
た
。

　
三
二
七
開
花
活
性
化
委
員
会
は
、

市
内
洋
菓
子
シ
ョ
ッ
プ
と
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
信
夫
山
と
古
関
裕
而
氏

に
ち
な
ん
だ
ケ
ー
キ
を
開
発
、
販

売
し
た
事
業「
Ｙ
ｕ
ｚ
ｕ
ｎ
ｏ
　

Ｎ
ｅ
～
柚
子
の
音
～
」を
発
表
し

ま
し
た
。
目
標
予
約
数
を
ク
リ
ア

し
た
成
功
例
や
委
員
会
メ
ン
バ
ー

の
面
白
い
写
真
は
、
出
席
者
の
目

が
涙
で
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
会
場
を
笑

い
の
渦
へ
と
誘
い
ま
し
た
。

　
三
四
五
街
中
活
性
化
委
員
会
は
、

メ
イ
ン
事
業「
ふ
く
し
ま
ユ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス�

２
０
２
２
」に
つ

２

い
て
動
画
を
交
え
て
報
告
し
、
音
楽
を
通
し
て

福
島
に
盛
上
が
り
を
創
出
し
た
成
功
事
例
を

シ
ェ
ア
し
ま
し
た
。

　
報
告
会
恒
例
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
受
賞
者
も
正
副
会
長

か
ら
発
表
さ
れ
、
受
賞
者
か
ら
喜
び
の
コ
メ
ン

ト
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
を
通
し
て
取
り
組
ん
だ
事
業
か
ら
、

次
年
度
体
制
が「
新
た
な
一
歩
」を
大
き
く
踏
み
出

す
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
３
月
も
半
ば
で

す
。
野
地
利
彦
会
長
の
年
度
を
メ
ン
バ
ー
一
丸

と
な
っ
て
盛
り
上
げ
、
最
後
ま
で
走
り
切
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
３
月
は
卒
業
生
送
別
会
。
誰
か
に
木
綿
の
ハ

ン
カ
チ
ー
フ
を
ね
だ
っ
て
参
加
し
ま
す
。

�

報
告
・
専
務
理
事
　
林
　
善
克

▲３年ぶりにリアル開催した委員会活動報告会。
　�各委員会の創造と情熱を全体でシェアし、次年度へつなげる貴重な時間となり
ました。

卒業生からのメッセージ　地域の皆様、先輩、志を共にした仲間へ贈る感謝の言葉
様々な方々とお会いできる機会を頂戴し心より感
謝申し上げます。活動への参加はほどほどでした
が、それでも沢山の刺激を与えていただき、大き
な財産となりました。このご縁を大切に今後とも
よろしくお願い申し上げます。

平成25年に入会しましたが、なかなか思うように
事業への参加が叶わず、YEGの皆様には逆にご迷
惑をおかけすることが多かったのではないかと
思っております。短い期間ではありましたが、貴
重な経験をさせていただくことができました。心
より感謝申し上げます。ありがとうございました。

30代前半で入会し、世間知らずだった私をご指導
いただきありがとうございました。主に福島わら
じまつりに携わり、NHK紅白出場・海外遠征など
を経験。また、福島県連・東北ブロック出向の機
会をいただき、全国のメンバーと交流。福島YEG
に入会しなければできない様々な経験をありがと
うございました。

平成27年に入会して、８年間お世話になりました。
主に福島わらじまつりを担当させていただきまし
た。大きなリニューアルもありましたが、この８
年間で出会った、諸先輩や現役のメンバーと共に
活動できたことが何よりの思い出です。心より感
謝申し上げます。ありがとうございました。

８年間の中で多くの事業を経験させて頂きました。
特に古関裕而関連の事業は思い出深く、地域青年
経済人として故郷を盛り上げるべく想いを描き、実
現へ導く行動が多くの人に勇気と元気を与え、故
郷の元気につながる足がかりになることを改めて
学ばせて頂きました。「行動こそがすべて！」大変
お世話になりました。

10年近くもの長い間、大変お世話になりました。
ここ数年は新型コロナ禍で活動自粛が多かった上、
私自身の転居もあり、十分活動できなかったこと
心残りですが、振り返れば楽しいことばかりでし
た。まだまだ震災の影響が残る福島ですが、そん
な影響を吹き飛ばす活動を期待いたします。

ほんの軽い気持ちで平成20年に入会してから14年
が流れました。担当役員として古関事業に6年関わ
り、朝ドラ実現という贅沢な瞬間に立ち会えたこ
と、そして何より、様々な活動を通して苦楽を共
にした素晴らしい仲間に出会えたことは一生の財
産です。かけがえのない時間をありがとうござい
ました。

平成26年９月に入会させて頂いてから９年間、大
変お世話になりました。振り返ると、感謝の言葉
しかありません。わらじまつりを通して、本来な
ら経験できないような体験をさせて頂きました。
このような機会を与えてくださったすべての方々
に心より感謝申し上げます。ありがとうございま
した。

平成22年に入会させて頂き、福島YEGの活動を通
じて貴重な経験をさせて頂きました。仕事の関係
でなかなか積極的に事業には関われませんでした
が、後輩の皆様のさらなる活躍を願っております。
ありがとうございました。

平成22年から13年間大変お世話になりました。
古関事業を中心に活動し、数多くの、そしてとて
も大きな夢を見させて頂きました。福島YEGが思
い描いた夢を新型コロナに阻まれましたが、それ
以上に仲間と夢を共有できたことが貴重で輝かし
い経験となりました。本当にありがとうございま
した。

浅野　貴之

池田　和美

小賀坂宏友

小林　大輔

相良　和孝

佐々木清憲

佐藤　良智

堀合　郁雄

吉田　寛司

渡邉　啓道
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商工会議所情報

総務委員会
１�デジタル社会実現に向けた取組みの
推進

２�会員満足度を向上させる取組みの推進
３�情報共有化に向けた各種会議等の開催
４組織・財政基盤の強化

中小企業振興委員会
１�経営支援の強化および新規創業・
事業承継・新分野進出等の支援

２�経営発達支援計画による伴走型支
援の検討

３�事業継続計画（BCP）・危機管理対
応の推進

４�会員事業所応援事業の実施
５�大学等、企業、研究機関、行政等
との産学官連携

中心市街地活性化委員会
１�福島駅東口再開発工事期間中におけ
るにぎわいの確保

２�福島市の将来を見据えたにぎわいづ
くり方策の検討

３まちづくり先進事例の調査・研究

未来創生委員会
１�「ふくしま将来ビジョン」の見直し
２�地方創生（ひと・まち・仕事）のため
の事業の検討

３�福島ブランドの推進
４�環境・エネルギー政策の推進
５�市町村の広域連携に関する調査研究

観光交流委員会
１�観光振興策の推進による関係人口の
拡大

２�福島市へのMICE誘致活動の推進
３�東北中央自動車道の活用による広域
連携観光の促進

４�古関裕而氏やまつりを活用した誘客
事業の推進

５�スポーツを活用したまちづくりへの
支援・協力

雇用育成委員会
１�高校生および大学生の地元定着の
推進

２�多様な人材の活躍の推進
３�働き方改革・雇用に関する各種施策
の研究・周知

４�健康経営・職場環境の改善に関する
支援・協力

新型コロナウイルス対策、ウィズコロナへの支援や情報提供をはじめ、デジタル化への対応や経営力向上などの諸課
題に対して現場主義に基づいて展開してまいります。

食品商業部会
１経営力強化に関すること
会員事業所の販売促進に関する支援
／経営安定に向けた支援　ほか

２商環境の変化への対応に関すること
福島第一原発処理水に放出による風
評被害に関する調査研究　ほか

情報・通信部会
１�経営のデジタル化に取り組む会員事
業所への支援
デジタル化進捗状況の把握／セミ
ナー・講習会開催／デジタル関連補
助金等の情報提供

２�会員事業所の販路拡大に関する情報
発信力向上への支援・協力

３�部会員の自社紹介を通じた相互理解
の促進

生活関連商業部会
１製造・販売・物流に関すること
中小企業の生産性向上・物価上昇に
関する支援／販売・物流における
SDGsやカーボンニュートラルに関
するセミナーの実施

２�経営力強化による個店の魅力向上に
関すること
デジタル化／事業再構築　ほか

３商環境の変化への対応に関すること
４地域活性化事業に関すること

不動産業部会
１�今後の住宅ニーズの動向に関する調
査および対策
定住・移住・二地域居住推進のため
の体験型プログラム等の調査・研究
ほか

２�不動産業における脱炭素社会の実現
に向けた取組みの推進

３�快適で魅力あるまちづくりと都心居
住の推進

４会員事業所への情報の提供

工業部会
１�工業部会員の技術力・生産性の向上
ならびに経営力強化等
工業部会員および地域社会における
工業の振興／DXの推進／県内外製造
業への視察・交流等の推進／コロナ
禍における人材育成事業および新型
コロナ対策支援に関する情報の提供
２SDGsの取組みおよび啓発
３産学官連携の活用・推進

建設業部会
１建設業の基盤強化に向けた取り組み
建設業の課題解決に向けた支援／経
営安定化に向けた支援／建築資材等
の高騰および新型コロナ対策への支援
２�建設業界に関する要望の実施および
情報の提供
福島西道路の事業促進をはじめとす
る県内インフラの整備促進等に関す
る要望の実施　ほか

金融・経営支援部会
１�経済・金融情勢、地域活性化に関す
る調査・研究および情報提供
講演会の開催／DX推進に関する事
例研究　ほか

２�中小企業支援のための各関係機関と
の連携強化
事業承継、創業、新分野進出／物価
高騰等への対応　ほか

３�中小企業の経営安定に資するセミ
ナー、個別相談会等の開催

観光・飲食部会
１�ウィズ・アフターコロナを見据えた
観光資源を利活用する誘客事業の実
施・協力

２�地域飲食店の活性化に向けた事業の
実施

　「ランチで食うポン事業」の改良
３�インバウンド誘致促進に関する調査
研究および情報提供

４�商環境の変化への対応に関する調査
研究および情報提供

健康・社会サービス部会
１�健康経営の推進
健康経営セミナーの開催　ほか

２�生産性向上への支援
人材確保人手確保に向けた支援／接
客セミナーの開催　ほか

３�部会員相互の理解と交流のための部
会員スピーチや意見交換等の実施

４�会員事業所への情報提供

部会は、業種ごとの会員で構成される商工会議所の基盤組織です。部会ごとにその業種・業界の発展を目的とする
セミナー・講習会の開催、各種情報提供、会員同士の交流を図っています。

委員会は、福島全体の発展と地域の課題に対応するため設けられ、議員・女性会・青年部で構成された委員がそれ
ぞれの知見を活かして活動しています。

令和５年度　各部会・委員会事業計画が決定
令和５年度の各部会・委員会の事業計画が２月に決定しました。会議所のうごき



表３

来月号から全面フルカラーにリニューアル!!

所報に広告を載せませんか
　お届けしております『所報ふくしま』は、毎月10日に会員事業所約4,000社へ送付しておりますので、
貴社の販路開拓や自社PRに効果的な情報誌です。

令和５年度からは誌面をフルカラー化し、より読みやすい誌面を目指します。
　また、所報は当所ホームページにも掲載いたしますので、より多くの皆様にご覧いただけます。
　ぜひ、この機会に広告掲載についてご検討いただきますようお願い申し上げます。

新商品・新サービスの
販路開拓

自社PR・事業内容の
ご案内

各種イベント・
講演会、説明会のご案内

　貴社の販路拡大、PRに当所会報誌をぜひ、ご利用ください。お申し込みをお待ちしております。

料金表
広告枠 募集数 定価（税込価格） サイズ　単位：mm 色

表４（裏表紙） １ 110,000円 １ページ全面　縦258×横170 ４月号から全
面フルカラー
となります表２（表紙裏） ２  44,000円 １／２ページ　縦124×横170

表３（裏表紙の裏） ２  44,000円 １／２ページ　縦124×横170

記事 １ページ １  55,000円 １ページ全面　縦258×横170

記事 １／２ページ ３  33,000円 １／２ページ　縦124×横170

記事 １／４ページ ６  22,000円 １／４ページ　縦  58×横170

令和５年度中に３回以上掲載をお申込みいただきますと、
３回目以降の料金を10％割引かせていただきます。

フルカラー化に伴い、料金を改定させていただくこととなりました。何卒ご理解願います。

お問合せ先

福島商工会議所 総合企画課
〒960−8053　福島県福島市三河南町１−20�コラッセふくしま８階
☎�024−572−7117（直通）　FAX�024−525−3566　fcci＠fukushima-cci.or.jp
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元
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苦
労
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、
あ
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ま
せ

ん
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。
元
素
表
の
１
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Ｈ
こ
と
水
素
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最
も
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純
な
元
素
だ
か
ら〝
番
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し
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単
純
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ゆ
え
に
水
素
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会
の
到
来
は
21
世
紀
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
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12
年
前
、
給
油
の
た
め
に
５
時
間
並
び
ま

し
た
。
そ
の
時
間
は
途
方
も
な
く
長
く
感
じ

ま
し
た
。
水
素
社
会
が
実
現
す
れ
ば
、
そ
れ

は
過
去
の
風
景
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
記
憶
で
す
。
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東北中央自動車道でつながる相馬・福島・米沢

相馬・米沢広域観光情報
米沢 福島 相馬

磯部水産加工施設 直売所
　磯部水産加工施設直売所は、相馬双葉漁協が運営す
る商業施設です。
　福島県の相馬双葉地区の近海で獲れた水産物を直営
ならではのお得な価格でご提供し、観光客や地元の方
に親しまれているお店です。相馬双葉地区の海域は、
黒潮と親潮が交差する全国有数の漁場。漁獲量、魚種
ともに豊富で、東京築地市場（現・豊洲市場）では「常磐
もの」と呼ばれ、新鮮さと味の良さから高く評価されて
きました。「底曳網」「船曳網」「刺網」「貝桁網」「かご」な
どの漁法で獲れる、タコ、ヒラメ、ホッキ貝、カレイ
類一夜干し、青のり、シラウオの季節の味をぜひお召
し上がりください。
※海況により在庫に限りがあります。

■お問合せ　☎0244-33-5226（直売所）
■定 休 日　火曜
■住　　所　相馬市磯部字大迎1126
■Ｕ Ｒ Ｌ　https://soso-gyoko.jp/

伝国の杜ファンクラブ会員募集
　伝国の杜では、上杉博物館の全ての展覧会を無料でご
覧になれるファンクラブ制度があります。置賜文化ホール
自主事業チケットや
ミュージアムグッズ、
喫茶メニューの割引
サービスもあってと
てもお得。暮らしに
もっと歴史や芸術文
化を取り入れてみま
せんか？

■会員期間　４月１日～翌年３月31日
■年 会 費　一般　　　　　　　　2,500円
　　　　　　学生（高・大学生）　　1,000円
　　　　　　ジュニア（小・中学生）　500円
■会員特典
・博物館の無料入館（同伴者１名まで割引）
・ホール自主事業のチケット先行予約と割引
　（原則お一人４席まで）
・会員限定イベント　 ・館内ショップ一部商品の割引
・喫茶メニュー割引（同伴者３名まで）
　�館内「クルチュール」、上杉城史苑「ル・シエル」、
　上杉伯爵邸「和庭」
■お問合せ
　伝国の杜
　（米沢市上杉博物館・置賜文化ホール）
　☎0238-26-8000
　詳細はQRコードをご覧ください。

相馬 米沢

2023シーズン開幕
　福島商工会議所は福島ユナイテッド
FCを応援しています。皆様もご一緒に
スタジアムでエールを送りましょう！

これからのホームゲーム
３/19（日） 13：00 vs テゲバジャーロ宮崎
4 / 2（日） 14：00 vs いわてグルージャ盛岡
新型コロナウイルスの影響
等により試合日程は変更の
可能性があります。

福島ユナイテッドFC ▶公式ホームページ

2023明治安田生命J3リーグ
ガンバレ！ユナイテッドFC！


